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要 旨

1998年版『厚生白書』で紹介された「新・専業主婦志向」は、 男は仕事と家事、女は家事と趣

味（的仕事)」という新たな性別役割分業意識に基づいた20、30代の女性を中心とした専業主婦

志向である。パートタイマーとして補助的労働に従事したり、いわゆるキャリアウーマンとして

男性に伍して働きながら、家庭と仕事を両立させるくらいなら、経済力のある男性と結婚し、専

業主婦として、経済的、時間的に余裕のある生活を送りたいという若い女性たちの選択肢の一つ

としての専業主婦願望が、この調査結果から読み取れる。本論では、女性雑誌『VERY』を資料

に用いて、女性の生き方の選択肢が曲がりなりにも多様化する中で浮かび上がってきた若い女性

たちの専業主婦志向が、どのように描かれているかを明らかにしていく。家庭の経済的基盤を夫

に支えてもらい、ランチやお稽古事を満喫する『VERY』に登場する幸福な専業主婦たちの姿は、

「新・専業主婦志向」を見事なまでに体現している。

1. はじめに

1998年版『厚生白書』で紹介された「新・専業主婦

志向」は、専業主婦という選択が、20、30代の若い

女性たちの間でどのように受けとめられているかを考

える上で、興味深い調査報告である。 新・専業主婦

志向」とは、 男は仕事、女は家事」という性別役割

分業規範を基盤としながら、高度成長期に大衆化を遂

げた専業主婦とは異なる「男は仕事と家事、女は家事

と趣味（的仕事)」という新たな性別役割分業意識に

基づいた専業主婦志向である 。近年の経済停滞によ

る終身雇用と年功序列賃金体系の崩壊、および、税制

や年金制度の世帯単位制から個人単位制への移行につ

いての議論が、次第に現実味を帯びる中、専業主婦の

経済的側面を含めた不安定さに対する認識は、現代日

本社会において、広く共有されている。にもかかわら

ず、地域的、学歴および経済階層的に限定される面は

否めないにせよ、1960年代後半から70年代前半生ま

れの世代を中心とした都市部居住の女性たちの間で専

業主婦志向が決して廃れていないことが、この調査結

果から明らかにされたわけである。家計補助や自分で

自由に使えるお金を得るためにパートタイマーとして

補助的労働に従事したり、あるいは、経済的自立を目

指していわゆるキャリアウーマンとして男性に伍して

働きながら無理して家庭と仕事を両立させるくらいな

ら、経済力のある男性と結婚し、専業主婦として余裕

のある生活を送りたいという若い女性たちのあくまで

も選択肢の一つとしての専業主婦願望がうかがえる 。

一方、「新・専業主婦志向」が指摘された時期とほぼ

重なるようにして、1995年から1996年にかけて、

『VERY』(光文社、1995年６月創刊)、『La Vie de30

ans』（アシェット婦人画報社、1995年10月創刊）、

『Grazia』（講談社、1996年３月創刊）、『Domani』（小

学館、1996年12月創刊）といった30代女性向けの雑

誌の創刊が相次いだ。高度成長期という右肩上がりの
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時代の価値観を内面化した親を持ち、バブル経済と呼

ばれた好景気に誰もが浮き足立った80年代に青春時

代を送った女性を対象としたこれらの雑誌は、体裁と

いい、内容といい、20代女性向けファッション雑誌が

そのまま30代向けになったかのようである。こうし

た雑誌の登場によって、30代女性向け雑誌といえば

主婦向け生活情報誌という固定的イメージは、払拭さ

れていった。

女性雑誌とは、女性の生き方やあるべき姿について

語り、読者たちに、その時代、社会にふさわしいジェ

ンダー規範を迫るメディアである。本論では、これら

の新たに創刊された30代女性向け雑誌の中から、主婦

を主な読者対象としている『VERY』を資料として、

「新・専業主婦志向」に代表される若い女性たちの専業

主婦願望が、どのように体現されているかを明らかに

していく 。幸福感に埋め尽くされた誌面に潜む女性

たちの悩みや葛藤、ジェンダー規範の根強さなどへも

目配りしながら、若い女性たちの専業主婦志向を論じ

る中で、未婚化、晩婚化の進行する現代日本社会にお

ける女性をめぐる状況の一端を浮き彫りにする。

全体の流れを簡単に述べておく。

まず、『JJ』のかつての読者たちをターゲットに

『VERY』が創刊されたことを踏まえて、『VERY』の

雑誌としての特徴を論じる。次に、毎号多くのページ

が割かれるファッション記事に着目する。ファッショ

ン記事からは、生活感を隠蔽したこの雑誌特有の主婦

らしさ、母親らしさが構築されるプロセスを見て取れ

る。しかも、こうした主婦らしさや妻らしさ、母親ら

しさは、一人の女性としての美容やファッションへの

関心と矛盾することなく表象されている。さらに、専

業主婦たちの自己実現が、ランチやお𥡴古事といった

女同士の社交や高級ブランド品の消費に向けられてい

る中で、働くということ、すなわち経済的自立が、ど

のようにとらえられているかを趣味や特技を生かした

仕事の紹介記事を通して分析する。

一方、創刊から５年あまり過ぎた頃からは、離婚や

自分探しといった専業主婦の自立をテーマにした記事

が登場し始める。『VERY』に描かれる幸福な専業主

婦像と矛盾をきたすこれらの記事は、専業主婦という

生き方がもはや磐石ではないことを露呈してしまう。

女性の生き方の選択肢が多様になるにもかかわらず、

なぜ専業主婦が志向されるのだろうか。新しい専業主

婦志向は、フェミニズムが問い続けてきた女性の自立

をめぐる問題をも改めて照射する。女性たちは、専業

主婦になることに積極的価値を見出しているのだろう

か、あるいは、仕事と家庭の両立の難しさからやむを

得ず専業主婦を選択しているのであろうか。この理由

を『VERY』を読み解きながら探っていきたい。

2.『JJ』から『VERY』へ

30代向け女性誌の創刊ラッシュの先頭を切るよう

にして、光文社から創刊された『VERY』は、同社よ

り発行されている女子学生や20代のOL向けファッ

ション雑誌、『JJ』（1975年～）の元読者層をターゲッ

トに生まれた。『JJ』の表紙や誌面を80年代に飾った

黒田知永子をはじめとするモデルたちが、当時と変わ

らぬ美しさでカムバックを果たしていることや、大学

サークルの誌上同窓会や出身校別ファッション紹介記

事のような『JJ』を踏襲した読者参加型の誌面構成か

らも、『JJ』と『VERY』の連続性は明白である 。『JJ』

の延長線上に『VERY』が位置づけられることから

は、『VERY』が主婦を対象としながらも、既存の主

婦向け雑誌とは一線を画すものであることがうかがえ

る。

『VERY』創刊号の巻頭を飾った特集記事「大特集

私たちの着る服がない ニュートラ、ハマトラ、サー

ファー、エレガンス、ニューベーシック―あの頃お

しゃれだったいまの30代のために」（1995年7月号）

は、二子玉川、銀座、大阪、神戸といった都会の街角

を背景に自慢のファッションに身を包みながら幸せそ

うに微笑む読者スナップによって誌面が埋め尽くされ、

さながら『JJ』の同窓会版である。

読者モデルのスナップに添えられた紹介文は、「松本

好美さん、30歳、東京都目黒区。青山学院大学卒業。

ご主人は商社勤務。お子さんは３歳の男の子と10ヶ

月の女の子。自由が丘のブティックや海外通販をよく

利用しています」、「高木由紀子さん、30歳、神奈川県

横浜市。成城大学卒業。ご主人は商社勤務。お子さん

は３歳の男の子。動きやすい格好が好きなので、パン

ツやカルソンをよくはきます」、「山崎勢津子さん、31

歳、神奈川県川崎市。聖心女子大学卒業。ご主人は、

銀行勤務。結婚前は秘書をなさっており、社内結婚の

ご主人と２人暮らしです」といった具合である。出身

大学や夫の職業、子供の人数など個人的な事柄までも

があからさまに記載され、読む者の興味を掻きたてず

にはいられない 。
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女性の高学歴化には、フルタイム就業型の職場進出

と専業主婦化の二極分化を促進する可能性がある。こ

の点を踏まえれば、紹介文に書き添えられた出身校や

夫の職業からは、高学歴だからこそ、専業主婦という

選択肢を持ち得る層の存在が明らかにされる。読者モ

デルのプロフィールからは、専業主婦となった高学歴

女性たちが、『VERY』の読者層を形成していること

が推測できる 。さらに言えば、『VERY』が読者層と

してターゲットにしたのは、出身校や夫の社会的地位、

経済力が、自己のアイデンティティを支える上で不可

欠の女性たちである。

『JJ』をはじめとするファッション雑誌をお手本に、

海外旅行や高級ブランド品の買物の楽しみを独身時代

に覚え、結婚後もこうした生活感覚の水準を落とした

くない女性たちが、初めて『VERY』を手にした時の

思いとは、「私たちの雑誌がやっとできた」の一言に

尽きるだろう。創刊直後の投書欄には、『VERY』の

創刊を待ちわびていたかのような読者たちの声が全国

各地から寄せられている。

表紙の黒田知永子さんを見て思わず手にとってし

まいました。JJの頃と全然変わっていなくて、とても

うれしいです。私はこんなフケたおばさんになったの

に…でも何だか自分の『全盛期』がもどってきたよう

な気がします。（以下略）宮城県仙台市 穀田あつ子」

（1995年８月号）、「十数年前に大学入学のため上京し、

ハマトラ、海、テニス、JJと４年間の生活を楽しみま

した。卒業して地元に戻り、地味な生活を送って、い

まは平凡な1児の母親となった私に、何となくわくわ

くする気持ちを思い出させてくれました。（以下略）

愛知県名古屋市 小林宏美」（1995年８月号）、「いわ

ゆる主婦向け雑誌（牛乳パック使用法とか）はいまひ

とつ合いませんでした。学生時代は JJのお世話にな

りましたが、『いまの私』に合う雑誌を待っていまし

た。（以下略）大阪府豊中市 山口奈緒美」（1995年8

月号）、「『VERY』を読んで、まるで女子大時代のお

しゃれな友人たちと再会したような気分に浸りました。

（中略）最近では年齢や生活の違いからファッション誌

にもギャップを感じ、あまり手にすることもなくなっ

ていました。久しぶりに雑誌を読んでみて、自分を再

発見したような気分です。（以下略）大阪府豊中市

山中景子」（1995年9月号）、「JJを読んで育った世代

が、いくら結婚したからといって、『節約、節約』と

いった内容ばかりの主婦雑誌が読めるのだろうか、と

いつも不思議に思っていました。その点、『VERY』

は最高です。（以下略）北海道夕張郡 竹鼻裕子」

（1995年９月号)。

これらの投書にあるように、20代向けファッション

雑誌の内容には、世代や生活形態の違いからギャップ

を感じ、だからといって、節約やリサイクルといった

生活情報満載の主婦向け雑誌にもなじめないでいた

30代専業主婦たちの心をつかむことに『VERY』は成

功した。

女性たちが既存の主婦向け雑誌に抱いた違和感や物

足りなさと『VERY』に描かれる専業主婦たちの世界

こそ、「新・専業主婦志向」と重なる可能性があると考

えられる。

3. ファッション記事にみる専業主婦たちの世界

戦後「四大婦人雑誌」と呼ばれた『主婦の友』（主婦

の友社、 1917年～）、『婦人倶楽部』（講談社、

1920～1988年）、『主婦と生活』（主婦と生活社、

1946～1993年）、『婦人生活』（婦人生活社、1947～1986

年）は、高度成長期の専業主婦の大衆化とも相俟って、

あるべき主婦像、家庭像のモデルを提示し続けてきた。

しかし、1980年代後半～90年代前半にかけて、３誌が

相次いで廃刊を余儀なくされた。唯一残った『主婦の

友』も、生き残りを賭けるかのように、1993年2月号

よりリニューアルされた。孤独な再出発ともいえるこ

のリニューアルによって、『主婦の友』は、長い歴史を

持つタイトルこそ変わらないものの、ファッション、

趣味、医学、娯楽といった総花的内容から毎日の生活

に密着した生活情報誌へと変貌を遂げた。

戦後40年あまり続いた「四大婦人雑誌」時代の終

焉とは、落合恵美子の言葉を借りれば、「イメージに

おける主婦の崩壊」にほかならない［落合2000

206-208］。落合は、戦後の女性雑誌における女性イ

メージの変遷を追う中で、1980年以降の『主婦の友』

や『ミセス』(文化出版局、1961年～）といった主婦向

け雑誌に見出せるモデルの低年齢化、独身者と区別の

つかない服装や自由で活動的なポーズの増加、「主婦

の少女化」と呼べるほどのかわいらしいファッション

の登場を指摘した。このように新たな主婦イメージを

提示しようとしたにもかかわらず、「婦人」や「主婦」

をタイトルに冠した戦後の代表的女性雑誌が、時期を

同じくして、次々と姿を消していったのは、結局のと

ころ、ミセスらしく、主婦らしく、母親らしくするの
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はいやだという女性たちが求めるものを、これらの雑

誌が上手に掬い取りきれなかったからである。『主婦

の友』のファッション記事を排した生活密着型雑誌へ

の大幅な誌面刷新も、読者の心を惹きつけるだけの魅

力的な新しい主婦像を、グラビアを通して提示するこ

とがいかに困難だったかを物語る。

このように、従来からの主婦向け雑誌が、どのよう

な主婦像を新たに描き出したらいいのか、今一つ的を

絞りきれずに衰退の一途を辿ったことと対照的に、

『VERY』は、『JJ』を雛型にすることによって、「少女

化した主婦」たちに外すことなくねらいを定め、

『VERY』ならではともいえる主婦像を積極的に打ち

出していった。「大人の『可愛い服』『甘い服』」(1995

年９月号）や「大特集 私たち世代のファッションス

タイル『可愛い服』と『ベーシックな服』」(1995年10

月号）のように、『VERY』のファッション記事では

「少女」を連想させる「可愛い」という形容が多用さ

れ、「可愛いもの好き」を意味する「ラヴリタン」とい

う造語を生み出したほどである 。リボンやハート、テ

ディベアなど少女好みのモチーフを使った「可愛い

ファッション」や「主婦だけどお嬢さん」らしさを醸

し出す着こなしの提案によって、『VERY』は、若々し

く幸福な専業主婦像を作り上げた 。

少女がそのまま大人になったような専業主婦イメー

ジを維持するために隠蔽されなければならないのは、

何よりも生活感である。

例えば、「『生活感』を見せないファッション」(2001

年10月号）では、実際の年齢よりも若く見えたり、

どんな生活を送っているのかそのファッションからは

一目見ただけでは判断しかねる読者モデルたちが登場

する 。着こなしにひと工夫、ふた工夫することに

よって、掃除、洗濯、買物といった日々の家事や子育

てに追われる中で滲み出てきがちな疲れた印象を隠す

おしゃれのコツが紹介されている。

しかも、「実は…」と明かされる読者モデルたちの

日常は、「子育て奮闘中」「家事バリバリ」「買物上手」

と評されることからも明らかなように、主婦や母親の

役割イメージから決して逸脱するものではない。既存

の主婦イメージからは程遠い外見とは対照的に、専業

主婦として子育てや家事をきちんとこなすというその

ギャップこそが、読者にとって、魅力的に見えるので

ある。

あくまでも主婦向けにファッションの流行を仕掛け

ることに徹した『VERY』は、独身時代のようにお

しゃれを楽しみたいと思いながら、家庭中心の生活を

送る女性たちのおしゃれのバイブルとなった。突然の

来客にも慌てない普段着や近所までのちょっとした外

出向けのファッションはもちろんのこと、子供の運動

会や遠足の付き添い、幼稚園の送り迎え、年末年始の

親戚や夫の仕事関係への挨拶まわりなどのファッショ

ンの紹介記事を通して、主婦として、母親として、妻

として、そしてもちろん一人の女として、女性たちが

送る日常生活の一こま一こまが、「センスのよさ」を

問われるおしゃれの場へと変容を遂げた 。『VERY』

の創刊によって、ベビーカートを押していても、子供

連れでもおしゃれな母親たちが増え、街の風景が変

わったとまで言われている 。

主婦や妻、母親という立場も、おしゃれの制約にな

るどころか、いく通りものファッションを楽しむ上で

不可欠のものとなる。「実例『１日３回』着替えるルー

ル 30代は毎日がファッションショーです」（1997年

10月号）や「特集 毎日の服『立場別』ドレスコード

女として、妻として、母として―私たちの服はこう変

えなくてはなりません」(1997年11月号）は、家事を

する時、子供の幼稚園の送り迎え、お𥡴古事やスポー

ツジムへ行く時、友人とランチやお茶を楽しむ時、夫

との夜の外出といったように1日の中で立場や状況に

応じて何度も着替える読者の実例記事である。

さらに、「ご主人の職業別『妻として』必要なファッ

ション」（2002年12月号）のように、医師や商社、広

告代理店勤務といった夫の職業や勤務先すら、ファッ

ションを楽しむために利用してしまう。主婦や妻、母

親といった立場を巧みに使いわけることによって、学

生時代や独身時代以上に、幅広いおしゃれを楽しむ専

業主婦たちの姿が浮かび上がってくる。

しかも、「特集『女同士』のデート服」(2002年12月

号）という特集記事に見られるように、おしゃれの舞

台となった日々の生活の中で強く意識される他者の視

線とは、夫という異性からのものよりも、むしろ学生

やOL時代からの友人や同世代の主婦たちから投げか

けられるものである。平日の昼間という専業主婦だか

らこそ自由に使える時間帯に、ランチや映画、買物を

楽しむ「女同士のデート」とは、お互いのファッショ

ンセンスや美しさを競い合う場でもある。

こうした「女同士の友情」とも呼べる男性不在の女

同士の緊密な人間関係は、専業主婦の母親たちに、時
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に過剰な緊張感をももたらす。

例えば、「公園デビューの服 大切な社交場で浮か

ないコツ教えます」(1995年８月号）は、子供を連れて

初めて公園へ行く「公園デビュー」についての実例記

事である。

公園デビューのときは、自分の子供と同じくらいの

月齢のお子さんに声をかけたことがきっかけになって

お母さんたちとの交流が始まりました。いくら洋服が

よくても、お母さん同士の話に夢中になり、自分の子

供をまったく見ていない人は問題外です。子供の状況

をいつも把握していることも公園でのマナーだと思い

ます。アップリケのついたＴシャツに同素材のスパッ

ツがこれから公園デビューをする人へのお勧めです」、

「いつも行く公園では、挨拶が基本だと思います。子供

のおもちゃの貸し借りでも、親が挨拶できないと子供

も同様なので、おつき合いができなくなります。デ

ビューのとき、他のお母さんに声をかけられたときの

ことを思い出して、デビューのお母さんには声をかけ

ようと思います」、「公園で、お友達をつくる秘訣は、

“同じ公園の仲間”という気持ちを持つこと。知らない

子供でも自分の子供と同じように助けたり、怒ったり

と自然に接することが大切。逆に子供べったりで、子

供同士のけんかに口を出したり、自分の子供をしから

ないお母さんはなかなか仲間に入れません」。

このようにこの実例記事では、公園という場にふさ

わしいファッションから他の母親とのつき合い方に至

るまでが、すでに公園通いの経験を数年送っている先

輩格の読者モデルによって、事細かに語られている。

また、「幼稚園デビューのためのファッション改造

計画」(1998年４月号）も、幼稚園での母親としての着

こなしを熟知したスタイリスト役の先輩読者たちが、

子供の幼稚園入園を控えた読者モデルのファッション

を入園式、父母会・個人面談、遠足、普段の送り迎え

のシーン別にアドバイスする実例記事である。「花柄

のパンプスは派手で目立ちすぎです」 柄や色使いが

派手なシャツはやめましょう」 ロングワンピースは

送り迎えにも不可」といった調子で先輩読者たちに

よって、入園を控えた母親のワードローブに容赦ない

チェックが入れられる。

これらの実例記事が如実に物語るように、母親とし

て求められるおしゃれの基準は、「いかに周囲から浮か

ないようにするか」という点に尽きる。「デビュー」 社

交場」という言葉が言い表すように、子育て中の専業

主婦にとって、「公園」や「幼稚園」は、人間関係の広

がりが期待される場でありながら、その実、閉鎖的な

同質集団と化しがちである。母親たちが互いに強い同

調圧力をかけ合っていることが、幸福感に満ちた記事

から読み取ることができる。

4. 趣味としての仕事

このように専業主婦層を主な読者対象としているた

め、『VERY』では、通勤や職場向けのファッション

が紹介されることは皆無である。『VERY』において、

仕事をすることは、あくまでも趣味の延長線上に位置

する。これは、「新・専業主婦志向」の「男は仕事と

家事、女は家事と趣味（的仕事）」という新たな性別役

割分業意識と一致する点である。

「趣味から始める『私の仕事』」(1996年８月号～1997

年10月号）、「VERY世代が始めたサロン」(1997年

12月号～1998年10月号)、「趣味から始めた仕事：私

の場合」(2000年10月号～）といったように、毎号の

ように登場するのは、趣味や特技を生かして仕事を始

めた読者モデルである。ケーブルテレビのリポーター

やダイビングスクールのインストラクター、ペット

シッター、ベビーサロン主宰などユニークな仕事も紹

介される。しかし、繰り返し取り上げられるのは、料

理、お菓子、フラワーアレンジメント、アクセサリー

作りなど同世代の女性たちの間で人気の高い趣味の教

室やサロンの主宰者である。これらの実例記事では、

仕事を始めたきっかけ、１日や１週間のスケジュール、

毎月の収支、生徒たちや友人のコメントなどが紹介さ

れている。読者モデルの生活スタイルからは、こうし

た仕事が、あくまでも家事や子育てに支障のない範囲

で行われ、彼女たちが妻や母親としての役割も決して

おざなりにしていないことが確認できる。投書欄に寄

せられた読者の便りからは、趣味が昂じて仕事となっ

た読者モデルたちが、読者たちにとって、「いつか私

も」と生きがい探しを掻きたてる憧れの存在であるこ

とがうかがえる 。

20代の時に『JJ』の誌面を飾り、その後は、結婚、

出産を機に仕事から遠ざかっていた黒田知永子の

『VERY』の創刊をきっかけとしたモデルへの復帰も、

趣味や特技を生かした仕事の一つの成功例である。

「黒田知永子さんの“私の暮らし、毎日の服”」（1999年

６月号～2002年10月号）は、モデル黒田知永子の

ファッションスタイルのみならず、プライベートな生
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活も垣間見ることのできる連載である 。モデルの仕

事を一歩離れれば、世田谷区の夫の両親との二世帯住

宅で、夫と一人娘、愛犬と共に、主婦として、母親と

して、妻として、読者たちと何ら変わらない日常生活

を送る黒田への親近感こそ、読者たちの間での黒田の

人気の理由である。

家外活動」(「主婦になって始めた、私たちの“家外

活動”」2000年６月号）という造語が絶妙に言い当て

ているように、趣味や特技を生かした仕事は、経済的

自立を目指すというよりも、新しい友達との出会いや

メリハリのある生活リズムをもたらす生きがいの一つ

なのである。仕事をすることそのものが、趣味的であ

るといっても過言ではない。逆に言えば、こうした仕

事を通して、経済的自立を果たそうと思ったら、相当

の覚悟が要求されるということである。働かなくても

経済的に余裕のある生活を送れることがステータスと

なっている専業主婦が、収支を度外視してまで、夫や

家族の協力を得て、趣味や特技を仕事にしていけるこ

と自体、彼女たちの豊かな生活を象徴している。

5. 幸せからのドロップアウトと自分探し

友人たちとのランチや習い事、高級ブランド品の消

費など経済的、時間的に余裕のある専業主婦の生活を

支えるのが、経済力のある夫や双方の実家の存在であ

ることは、いうまでもない。

何のためらいもなく「主人」と呼ばれる夫との関係

は、あくまでも円満なものとして描かれる。例えば、

「私たちの結婚記念日」(1997年３月号）は、読者の結

婚記念日の過ごし方の再現記事である。読者モデルの

カップルの紹介文には、結婚記念日はもちろんのこと、

夫の職業、二人の出会いのきっかけや結婚に至るまで

の交際年数などが書かれ、今回の記念日の夫からのプ

レゼントのほかに、今までのクリスマスや誕生日、結

婚記念日にもらった品々の写真が添えられている。自

宅で子供たちと一緒に家族そろって過ごす人、ホテル

で過ごしたり、温泉旅行をする人、毎年同じレストラ

ンへ行く人、とその過ごし方は様々である。しかしい

ずれにせよ、独身時代の恋愛に誕生日やクリスマスと

いうイベントが欠かせなかったように、読者たちに

とって、結婚記念日とは、幸せな結婚生活を再確認す

る特別な日なのである。

また、「毎朝のご主人チェック」(1996年９月号

～1999年８月号）、「ここが不満です 主人のファッ

ション」（1996年５月号～2000年３月号）、「いつもの

主人、おしゃれに変えたい」(2000年６月号～）は、妻

として、夫の健康や服装にまで気を配ることが求めら

れる記事である。

誌面に描かれる義母との関係も良好である。「“義理

ママお食事服”のルール」（1999年９月号）、「実例

“義理ママとランチ”の合格スタイル」(2001年10月

号）は、「義理ママ」と呼ばれる義母との外出やランチ

の際、嫁として求められる服装や化粧についての実例

記事である。特に、「実例“義理ママとランチ”の合

格スタイル」では、読者モデルたちによって、スカー

ト丈、肌の露出、派手な化粧など義母に指摘されたこ

とや自分自身が感じたこと、実家の母親に注意された

ことなどが挙げられ、清潔感や上品さ、可愛らしさの

あるファッションが義母に喜ばれることが明かされて

いる。嫁として気を使う存在であることは違いないが、

総じて義母との関係は、「義理ママとランチ」という

場面設定自体が物語るように、年の離れた友人か仲の

よい実の母娘のように描かれる。いわゆる嫁姑のトラ

ブルに関する記事は皆無である。

この仲のよさは、同居の場合も同様である。「実例

『義母と同居』おしゃれの選択」(2000年１月号）は、

同居の義母と良い関係を築きながら、自らのファッ

ションを洗練させている４人の読者の実例記事である。

同居歴や一戸建てか二世帯住宅かといった同居のスタ

イルはそれぞれ異なる。しかしいずれにせよ、読者モ

デルたちは、月に１～２回程度は、買い物やお𥡴古教

室などへ義母と二人で外出する機会を持っていること

がうかがえる。

内面のおしゃれを自然に学べることも同居の利点

かもしれません」 常に女性らしさを忘れないお義母

様が目標です」といったように、「お義母様」と呼ばれ

る義母は、ファッション、趣味、ライフスタイルなど

あらゆる点において、読者モデルたちに刺激を与え、

お手本となる憧れの女性である。

このように『VERY』では、夫婦関係の悩みやトラ

ブル、嫁姑関係の葛藤、性の問題、専業主婦である自

分自身への疑問やその立場の不安定さへの言及は、幸

せからのドロップアウトを恐れるかのように隠蔽され

てきた。とりわけ、専業主婦という立場が、夫から愛

され、大切にされてこそ成り立つものである以上、離

婚は最大のタブーであった。

このタブーに初めて踏み込んだのが、「幸福な離婚」
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